
平成１９年度事前評価実施結果報告書

平成１９年８月 Ⅶ－14－(2)評価実施時期：

施設の整備（岡山法務総合庁舎新営工事）評 価 対 象

大臣官房施設課所 管 部 局

事業評価方式評 価 方 式

事業等の内容

１．課題・ニーズ

既存施設は，老朽・狭あいのため，行政事務の円滑な遂行に支障を来している。

２．目的・目標

新営の必要に迫られている法務総合庁舎を整備し，業務効率の改善，利用者へのサー

ビスの向上を図るものである。

３．具体的内容

（１）事業場所 岡山県岡山市南方一丁目８番４２号

（２）延床面積 １０，６２４㎡

（３）入居庁 広島高等検察庁岡山支部

岡山地方検察庁

岡山保護観察所

岡山公安調査事務所

評価手法等

「法務省大臣官房施設課における事業評価の概要」のとおりである。

なお，事業費要求段階（平成２０年以降の予定）に費用対効果分析まで含めて総合的に

評価することとしている。

評価の内容

１．事業の緊急性に関する評点が１００点以上であること

事業の緊急性 ： １０８点

・既存庁舎は老朽，狭あいである。

２．計画の妥当性に関する評点が１００点以上であること

計画の妥当性 ： １３３点

・現予定地での新営整備は，関係官署との交通至便かつ必要な駐車場も確保でき好立

地条件。

以上１，２より，新規採択事業としての要件を満たしていると評価できる。

備 考



岡山法務総合庁舎新営工事

事 業 評 価 資 料





○ 検察庁
目的

来庁者対応機能 ○ 情報提供スペース・情報公開窓口の拡充
の充実 ・確定記録等の閲覧スペースの確保
検察業務への理解 ・情報提供スペースの充実

○ 相談機能の充実
・被害者支援相談室を充実
・プライバシーの配慮
・ホットライン等の充実
○ バリアフリー化
・身障者・高齢者及び婦人・子供のための機能の充実
○ 駐車場の拡充
・駐車台数の増加
・外部からの視線が届かない降車場の設置

被害者への配慮 ○ 被害者の保護
・専用出入口の設置
・性犯罪被害者のためのカウンセリング室の設置
・専用待合室の設置
・被害者支援相談室の設置
・被害者の心情及びプライバシーへの配慮
・被疑者と交わらない経路計画

業務効率・検察官 ○調室機能の充実
支援機能の充実 ・調室の狭あいの解消

・調室の増加
・捜査資料等検討スペースの確保
○ 付随機能等の充実
・各待合室・控室の充実(通訳人控室等)
・調室補助機能の充実
・警察官等の捜査関係者の同行室の拡充
・係検事室等の関係機関(警察等)との打合せスペースの確保
○ 窓口機能の充実
・事件の受理窓口等の充実
・罰金等の徴収窓口及び待合室の充実
・証拠品受入検討室の充実
○ 研修機能の充実
・専用会議室の充実
・研修室・講師控室の充実
○ 保管機能の充実
・証拠品庫・記録保管庫・資料室のスペースの拡充
・証拠品庫・記録保管庫・資料室の位置及び搬送経路の改善
・セキュリティーの充実
・適切な保存機能の確保（空調設備等の設置等）
・証拠品受入検討室の設置
・証拠品閲覧・還付室の設置

防犯性の向上 ○ 被疑者専用経路・待合室等の充実・確保
・被疑者専用経路の確保
・被疑者専用待合室の確保

方針

検
察
業
務
の
質
的
・
量
的
変
化
へ
の
対
応

２ 整備方針
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３ 事業の緊急性
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分
類

項
目

係
数

1.
1

1.
0

0.
9

0.
8

0.
7

0.
5

評
点

位
置

用
地
取
得
の
見
込
み

取
得
済
み

国
有
地
の
所
管
替
え
予
定
，

公
有
地
等
の
借
用
予
定
，
建

設
ま
で
に
用
地
取
得
の
計
画

有
り
，
又
は
民
有
地
を
長
期

間
借
用
可
能
な
も
の

建
設
ま
で
の
用
地
取
得
計
画

が
不
明
確

敷
地
未
定

1.
0

災
害
防
止
・
環
境
保
全

自
然
条
件
が
災
害
防
止
・
環

境
保
全
上
良
好

自
然
条
件
の
不
備
を
技
術
的

に
解
消
で
き
る

自
然
条
件
に
災
害
防
止
・
環

境
保
全
上
や
や
支
障
が
あ
る

自
然
条
件
に
災
害
防
止
・
環

境
保
全
上
著
し
い
支
障
が
あ

る

1.
1

ア
ク
セ
ス
の
確
保

周
辺
に
道
路
・
鉄
道
等
が
整

備
済
み

整
備
の
見
込
み
有
り

整
備
の
見
込
み
な
し

1.
1

都
市
計
画
・
土
地
利
用
計
画

と
の
整
合
性

都
市
計
画
・
土
地
利
用
計
画

等
に
積
極
的
に
貢
献

都
市
計
画
等
と
の
整
合

条
件
整
備
に
よ
り
都
市
計
画

等
と
の
整
合
が
可
能

都
市
計
画
等
と
整
合
し
な
い

1.
0

敷
地
形
状

敷
地
が
有
効
に
利
用
で
き
る

形
状
で
あ
り
，
安
全
・
円
滑

に
出
入
で
き
る
構
造
の
道
路

等
に
隣
接
し
て
い
る

敷
地
が
有
効
に
利
用
で
き
る

形
状
で
は
な
い

安
全
・
円
滑
に
出
入
で
き
る

構
造
の
道
路
等
に
隣
接
し
て

い
な
い

1.
0

規
模

建
築
物
の
規
模

業
務
内
容
に
応
じ
，
適
切
な

規
模
が
設
定
さ
れ
，
敷
地
の

高
度
利
用
に
つ
い
て
配
慮
し

て
い
る

業
務
内
容
に
応
じ
，
適
切
な

規
模
が
設
定
さ
れ
て
い
る

規
模
業
務
内
容
と
の
関
連
が

不
明
確

規
模
未
定

1.
1

敷
地
の
規
模

駐
車
場
，
緑
地
等
に
必
要
な

面
積
が
確
保
さ
れ
て
い
る

建
築
物
の
規
模
に
応
じ
適
切

な
規
模
と
な
っ
て
い
る

駐
車
場
等
の
確
保
に
支
障
が

あ
る

1.
0

構
造

単
独
庁
舎
と
し
て
の
整
備
条

件

単
独
庁
舎
計
画
と
し
て
の
整

備
が
適
当

合
同
庁
舎
，
法
務
総
合
庁
舎

計
画
と
の
調
整
が
必
要

合
同
庁
舎
，
法
務
総
合
庁
舎

計
画
と
し
て
の
整
備
が
必
要

合
同
庁
舎
，
法
務
総
合
庁
舎

と
し
て
の
整
備
条
件

合
同
庁
舎
，
法
務
総
合
庁
舎

と
し
て
の
整
備
条
件
が
適
当

合
同
庁
舎
，
法
務
総
合
庁
舎

計
画
と
し
て
の
整
備
条
件
が

整
っ
て
い
な
い

1.
0

機
能
性
等

適
切
な
構
造
と
し
て
計
画
さ

れ
て
い
る

標
準
的
な
構
造
と
し
て
計
画

さ
れ
て
い
る
。
又
は
，
特
殊

な
施
設
で
必
要
な
機
能
等
が

満
足
さ
れ
る
計
画
で
あ
る

適
切
な
構
造
と
し
て
計
画
さ

れ
て
い
な
い

標
準
的
な
構
造
が
確
保
で
き

な
い
お
そ
れ
が
あ
る
。
又

は
、
特
殊
な
施
設
で
必
要
な

機
能
が
満
足
さ
れ
な
い
お
そ

れ
が
あ
る

1.
0

評
点
（
各
係
数
の
積
×
10
0倍
）
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４ 事業の妥当性

該
当
す
る
項
目


